
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 意味と価値 

副校長 幸村 香代子 

 

 新宿区の小学校教員は「新宿区立小学校教育研究会」に所属

し、自分が学びたい研究部会にて、研鑽を積んでいます。 

 今年度も、それぞれの研究部会でまとめを発表する時期とな

り、1月 17日（水）には、花園小学校を会場に図工部の田邉主

任教諭が 5年１組の授業を公開しました。当日は、教育長はじ

め教育委員会や、80名を超える区内の教員が来校し、田邉主

任教諭の図工授業「香りからひろがる」を参観。児童は、自分が

選んだ香りから、イメージを広げ、色や形を自由に表現しまし

た。そして、その授業後は、東京造形大学の石賀直之教授の講

演がありました。この中の言葉が、私の心に残り、しばらくの間、

その事について考える日々となっています。 

その言葉とは「意味と価値」です。石賀教授は、「意味」ばかり

にこだわる今の社会や教育に、警鐘を鳴らします。 

「これを学習する意味はあるの？」 

「そんなことにどんな意味があるの？」 

などと、意味がなければやる必要さえないのでは、と考えがちな

世の中や、SNSが「いいね」の数で評価され、それにこだわる配

信者にも、違和感があるとおっしゃいます。 

 石賀教授によれば、図工の作品に「この作品の意味は？」と問

うことはナンセンスで、その作品をイメージし、それを仕上げる

ために試行錯誤したことに「価値」がある。自分にとっての「好

き」や「良い」を大切に「価値」を感じることができる児童を育て

ること、それを自由に表明できること、表明されたことが否定さ

れない環境をつくることが、学校には必要であることを教えてく

ださいました。小さな子供は、時々、意味不明な行動をすること

があります。そんな、子供の行動を理解する時にも、その子供の

背景や考え方に寄り添えば、その行動の中に、その子なりの「価

値」が見えてくるのかもしれません。 

 今年の能登半島地震では、それまで、家族や親族と過ごすお

正月に、どんな意味があるかを問う以上に、共に過ごせていた

ことにこそ、価値があったことに気付かされました。 

 私は、石賀教授のお話を伺ってから、日々の当たり前の生活

や仕事の中の「価値探し」をすることが増えました。すると、日々

の生活が楽しく幸せに感じられるのです。この考え方は、ウェル

ビーイングに、効果があるようです。皆さんも、どうぞ、自分にと

っての「価値」を探してみてください。当たり前の日常が、輝いて

見えてきますよ。 

 

1月18日、19日に花園プロジェクトの企画で、募金活動が行わ

れました。 

今回は、朝の時間に学校前で行い、児童だけでなく地域の皆さ

んからのご協力もあり 70000の募金が集まりました 

日本赤十字へ 19日に送金させていただきました。ご協力をあり

がとうございました。 

 

新宿区立花園小学校 学校だより 

第３１９号 令和６年２月 

 

２月の生活目標 

寒さに負けない 

体をつくろう 

花園小学校 HP 

花園プロジェクトの企画で 1月 18日と 19日に 

「令和６年度 能登半島地震緊急募金」を行いました。 

７１，５２３円の募金は、日本赤十字災害義援金として、被災さ

れた方々へお届けします。ご協力をありがとうございました。 

委員会活動を振り返って～委員会児童より～ 
 

花園プロジェクト 
１年生を迎える会・開校記念集会・あいさつ運動・能登

半島地震緊急募金・ユニセフ募金・SDGｓクイズなどの企
画をしました。またあいさつ運動では、みんながあいさつ
をしてくれるように、「あいさつマスター」にバッジのプレゼ
ントをしました。やりがいのある活動ができました。 
 
放送委員会 
 主に朝と昼の放送を担当しています。朝の放送では正し
くわかりやすく読むことを、昼の放送では全校に楽しんで
もらうことを目標として、委員全員が活動に参加していま
す。これからも先生クイズなど、全校が安心して楽しめる
放送を目指して頑張ります。 
 
集会委員会 
 １年生からみんなで楽しめるゲームを毎月１回 
行っています。最初は、みんなが楽しんでくれるか不安で
したが、やってみたら楽しんで遊んでもらえたのでうれし
かったです。これからも、みんなが楽しみにしてくれるよう
な遊びを考えていきます。 
 
運動委員会 
運動が好きという子であふれる花園小にしよう！という

目標をもち、活動しています。花園ギネスのルール設定で
は、様々な学年に合わせて作るのが難しかったです。これ
からも、みんなが運動を好きになってほしいという一心で
取り組んでいきます。 
 
図書委員会 
 毎週、本の貸し出しや本の整理を行っています。読み聞
かせや図書クイズも時々行います。みなさんが本に興味を
もってくれるように、読み聞かせの本選びや声の出し方を
工夫しています。花園小のみなさんが本好きになってくれ
ると嬉しいです。 
 
保健・給食委員会 
 毎日、水質検査と栄養黒板の記入しています。他にも、
手洗い石鹸の補充もしています。今年度の夏は放送で、
気温や危険指数をみんなに伝える「お天気ニュース」を頑
張りました。発表で、みんなに保健・給食委員会の仕事を
知ってもらえたと思います。 
 
環境・美化委員会 
 毎日担当を決めて、花だんの水やりをしています。そう
じロッカーのチェックやクリーンアップの準備も環境・美化
委員会の仕事の一つです。委員会発表やポスター作りも
行っているので、みなさんが少しでも興味をもってくれる
とうれしいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜教室の窓＞ ～４年生～ 

新春かくし芸大会 

１月２７日（土）４年１組で新春かくし芸大会が行われまし

た。たくさんのお客さんの前で全員が自分の芸を披露しまし

た。「芸は身を助く」と言われるように、自分の強みを発見し

て、これから先の人生を逞しく、楽しく生きてほしいと思いま

す。 

 

◎演目 

「歌」 

 「マジック」 

「なぞなぞ」           

 「リコーダー」 

 「側転」 

 「折り紙」 

 「コント」 

 「ものマネ」  

 「鏡パントマイム」 

 「落語」 

 「三線」 

 「かわらわり」 

 「暗記」 

 「フラフープ」 

 「野球ものマネ」 

 「読み聞かせ」 

 「どんな色がすき」 

 「即興イラスト」 

 「腹話術」 

 

 校長先生、K 先生や保護者の方も芸を披露してくださいま

した。最後はADO「唱」のゾンビダンスをみんなで踊って盛り

上がりました。終わりには、三本締めをみんなで行い、今年１

年の幸せを願いました。 

「今年も、元気で大いに笑う一年となりますように。」 

 

       事務室より     事務主任 

  

校内で子供たちに「先生は何の先生なの」と聞かれ、答え

に窮することがあります。小学生時代を振り返っても、「学校

の事務室」を意識することはあまりないかと思います。学校

も、独立した事業所であるので、運営には庶務・経理などが

必要で、事務室はこの業務を承っています。給与、予算、契

約等がその内訳となります。直接、子供たちの指導をすること

はありませんが、教職員が指導にあたる際、リソースの不足

がないようにすることが仕事と考えています。 


